
０８９墨田区 横網（よこあみ）・亀沢 
 
 
横網  
 
  江戸時代初期、正徳（しょうとく）三年にその町名がつけられた。隅田川の土手にノ

リ採り網をずらりと横に干したから、その名がついたという。昭和四十一年の住居表示制

度により「町」の文字を省いて横網となった。現在、横網一～二丁目まである。国技館の

そばだからといって、横綱（よこづな）と間違えないように。 

 
 
  横網町公園はかっての陸軍被服廠。大震災のとき、避難していた四万人弱が焼死し、

戦時の大空襲の犠牲者とともに、東京都慰霊堂に遺骨が納められている。 
  旧安田庭園は、安田財閥を築き、暴漢に暗殺された安田善次郎が所有していた大名庭

園の遺構。この近くで舟橋聖一が生まれた。新しい建物ではやはり、相撲の殿堂、新国技

館と、江戸東京博物館が目を引く。 
 
横網の与兵すし  
 

「蔵前橋」。橋を渡った向こう側が「横網町」である。 



 2 

  本所横網の「華屋与兵衛すし」は今日の「すし」発祥の一つとして知られている。江

戸時代、すしは熟成用に飯を用いて魚だけを食する「熟れずし」を始めとし、握った酢飯

に魚を乗せて半日ほど押した「当座ずし」が既に考案されていた。 
  その後、今の握りずしの基になる技術が生み出されるわけだが、諸説ある中でその名

が知られているのが、華屋与兵衛（１７９９～１８５８）が考え出したものである。 
  江戸前で獲れる安くてうまい魚を使い、かつ時間をかけないで発酵させることはでき

ないか？ そこで与兵衛が編み出したのが、飯に酢を混ぜることで調味するという方法で

あった。これが気の短い江戸っ子の間で評判となり、今のファーストフード店のような人

気を博していくことになる。 
  年代は定かではないが、この技術は文化・文政の頃に始まったようで、与兵衛ずしの

他、深川安宅河岸の松ずし（店主の名が粕屋松五郎であったことからこの名がついた）な

どが人気だった。日本橋南伝馬町では、一個ごとに熊笹で巻いた毛抜きずしもできた。 
  なお、江戸で握りずしが流行った背景には、与兵衛の他にもう一人の人物が関係して

いる。 
  その名は、造り酒屋の初代中野又左衛門である。又左衛門は文化元年（１８０４）、酒

粕を利用した粕酢つくりに挑むのだが、酒の桶に酢酸菌が入ってしまうと酒が総て酢に変

わってしまうため、つくり酒屋が酢を作ることなどもっての他であった。 
  だが又左衛門は、江戸の握りずしに使われている酢が高価な米酢であることを知り、

もし粕酢を作ることができたら、より手軽でおいしい握りずしができるのではないかと考

えたのである。そしてできた粕酢を江戸に売り込むと、こちらの方がすしに合うというこ

とで評判となり、粕酢が多く使われることになったのである。 
初代以来、「ミツカン」代表者は代々中野又左衛門（四代目以降は中埜）の名を名乗る

ことになっている。その中野又左衛門の造り酒屋をルーツに持つのが、現在も酢で有名な

ミツカンである。 
 
  なお、今日の華屋与兵衛すしは江戸時代の与兵衛とは直接は関係ないようである。 
今日の店、華屋与兵衛は、ライフコーポレーション の 会長 である 清水信次 氏によって設

立され、現在は ゼンショーホールディングス の 連結子会社 である。ファミリーレストラ

ンチェーンとしては珍しく、江戸前寿司と手打ちうどん定食を主力メニューとしている。 
チェーン名称の由来となった 華屋与兵衛 は、上述の通り 江戸時代 の人物で、握り寿

司の始祖であった人物である。 
 
横網町公園 
 
  大江戸線両国駅から清澄通りを北へ進むと、左側に「横網町公園」（横網二－三）があ

る。この地はかって陸軍被服本廠（ほんしょう）のあったところで、面積は約二万坪以上

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%95%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%83%9D%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%9A%E9%95%B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B8%85%E6%B0%B4%E4%BF%A1%E6%AC%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BC%E3%83%B3%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%BC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%80%A3%E7%B5%90%E5%AD%90%E4%BC%9A%E7%A4%BE
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%83%9F%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%A9%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%83%9F%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%A9%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%81%E3%82%A7%E3%83%BC%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%83%88%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E6%88%B8%E5%89%8D%E5%AF%BF%E5%8F%B8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%89%8B%E6%89%93%E3%81%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%89%8B%E6%89%93%E3%81%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8F%AF%E5%B1%8B%E4%B8%8E%E5%85%B5%E8%A1%9B
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E6%88%B8%E6%99%82%E4%BB%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8F%A1%E3%82%8A%E5%AF%BF%E5%8F%B8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8F%A1%E3%82%8A%E5%AF%BF%E5%8F%B8
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あった。大正十二年九月一日、関東大震災が発生したとき、ここは広大な空地になってい

た。多くの人々はこの空地に逃げ込んだが、持ち込んだ荷物に火がつき、約四万四千人の

焼死者を出す大惨事となった。 
  この人々を含め、震災の犠牲になった人々五万五千人の霊をこの地で安置することに

し、同年十月に仮納骨堂が建設された。昭和二年、遺骨を安置する供養塔「震災記念堂」

の建設に着手、同五年に完成した。太平洋戦争後は、都内戦災犠牲者十万五千人以上の遺

骨を納め、「東京都慰霊堂」と名を改めている。（087 墨田区の項に写真を掲載した） 
 
江戸の大相撲 
 
  寛永元年、初代横綱・明石志賀之助が四谷笹寺で六日間の勧進大相撲を興行したのが

江戸大相撲の最初とされる。次いで貞享元年には、深川富岡八幡宮で晴天八日間興行が寺

社奉行より許されるようになり、後には十日間に延長された。 
  寛政三年には回向院でも興行が許されるようになり、天保四年からは、毎年二回の場

所は、総て回向院で行うようになった。いわゆる定場所の始まりである。 
  小屋掛けによる回向院相撲は、明治四十二年までの七十六年間も続くことになる。 
 
  明治二十二年に大相撲協会が設立され、同四十二年には念願の常設会場である「両国

国技館」が完成した。回向院の地（現在のシティーコア両国）に出来た「国技館」によっ

て、大相撲は黄金期を迎えることになる。しかし、太平洋戦争後は占領軍に接収され常設

会場はなくなった。昭和二十九年に蔵前に国技館を開館。そして同六十年に、再び両国の

地に「両国国技館」（横網一－三）が開館した。 
 
  両国駅からは西側、江戸時代の風俗・文化・芸術を今に伝える「江戸東京博物館」に

隣接し、JR 両国駅北側に位置する。緑の銅板葺の大屋根がひときわ目立つ建物がそれであ

る。内部には「相撲博物館」もあり、大相撲ファンには見逃せない貴重な資料が多数展示

されている。 
  両国は、大相撲を中心とした独自の色合いを持った街として発展してきた。多くの相

撲部屋の存在は勿論、着物・履物・扇子など相撲に関係する商店なども多くあり、独特の

雰囲気を持っている。 
 
野見宿祢神社 
 
  地下鉄大江戸線「両国駅」を出て、清澄通りの東側の北斎通りに入る。江戸時代の浮

世絵師・葛飾北斎はこのあたりで生まれたといわれ、それにちなんで通りの名前がつけら

れている。北斎通りを進むと右側には、幕末期の知識人で江戸湾お台場建設、反射炉造営
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などで知られる「江川太郎左衛門終焉の地」（亀沢一－３－１２）がある。江川の江戸屋敷

がこの地にあり、ジョン万次郎もこの屋敷に住んでいたという。 

 
  北斎通りを東へ進むと右手に「野見宿祢神社」がある。明治十八年（1885）この東側

に部屋があった初代高砂浦五郎が津軽家の上屋敷の跡地であったこの地に相撲の神様と

して知られる野見宿祢を祀ったのがこの神社の始まりという。 
  元の社殿は東京大空襲によって焼失したが 1953 年  6 月に再建され、現在に至るまで

相撲関係者の崇敬を集めている。 
玉垣の石柱には力士の名前が刻まれており、角界が信仰する神社であることが分かる。

また境内には、日本相撲協会により歴代横綱の名を刻んだ石碑が二基立てられている。一

基は初代横綱・明石志賀之助から四十六代朝潮太郎まで、もう一基は四十七代柏戸剛から

貴乃花、武蔵丸の名前も刻まれ、追刻できるようになっている。（写真では鳥居の左手） 
 

なお、以前は境内は相撲ファンや観光客に広く公開されていたが、現在では固く門を

閉ざし、関係者のみしか境内に立ち入ることができなくなっている。狭くて古い境内だか

ら、開放すれば痛みが激しいからだろうと想像できる。住所は亀沢２－８－１０． 
 
亀沢 
 
  江戸時代、宝暦四年、六百坪の大池に、大きな亀が住んでいたからそういう（葛西志）。

現在、亀沢一～四丁目まであり、町内を東西に走る道が「北斎通り」であり、かって江戸

時代にはここを南割下水が走っていた。 

野見宿祢神社。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/1884%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9B%B8%E6%92%B2%E9%83%A8%E5%B1%8B
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E7%A0%82%E6%B5%A6%E4%BA%94%E9%83%8E_(%E5%88%9D%E4%BB%A3)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B4%A5%E8%BB%BD%E6%B0%8F
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E5%A4%A7%E7%A9%BA%E8%A5%B2
http://ja.wikipedia.org/wiki/1953%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/6%E6%9C%88
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葛飾北斎生誕の地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

江戸時代後期の浮世絵師で、日本風景版画の創始者とされる葛飾北斎（１７６０－１

８４９）は、本所割下水（現・墨田区亀沢）の生まれ。その芸術世界は海外でも評価され、

１９９９年に米「ライフ」誌が行った「この千年間で最も重要な業績を残した世界の人物

百人は？」というアンケートで、日本人で唯一選ばれたほど。 
浅草で九十歳の生涯を閉じるまでの間には、通算九十三回も転居した北斎だが、資料

から分かる範囲でその居住地を見てみると、本所や向島、そして浅草と隅田川沿いに集中

しており、墨田区とのかかわりは深い。 
 
亀沢一丁目の「あられ屋」の前に「葛飾北斎生誕の地」の碑が立ててあり（上の写真）、

北斎についての解説が添えられている。曰く、「宝暦十年（１７６０）九月二十二日、本所

南割下水に生まれた北斎は、浮世絵の役者絵を出発点として、狩野派、光琳派、大和絵な

ど、様々な流派の技法を学び、新しい画風をどんどん確立させ多くの名作を遺した。 
代表作「冨嶽三十六景」は天保二年から四年にかけて制作。とても七十才を過ぎてか

らの作品とは思えません。八十才を過ぎても創作意欲は衰えず、死の床についた嘉永二年、

「あと十年、いや五年でもよいから生きさせてくれ。そうすれば真の画工になれる」と言

って息を引きとったといわれています。常に新しい画法に取り組んできた北斎らしい臨終

の言葉でした」墨田区。「あられ屋」の前の通りが「北斎通り」で店の対面には上述の「野

葛飾北斎生誕の地の看板を掲げる「あられ屋」の店先 
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見宿祢神社」がある。その通りがまた「南割下水」が走っていた道でもある。 
この通りのうち亀沢の部分（約一キロ）には、同区文化振興課が２００５年、街路灯

九十一基や公衆トイレにシール化した北斎作品を展示。これは「街歩き『北斎ギャラリー』」

と名付けられ、観光コースとなっている。 
一方、古くから「柳島の妙見さま」と呼ばれ、北斎が熱心に信仰した同区業平の妙見

山法性寺（ほっしょうじ）には、このほど「葛飾北斎辰政翁顕彰碑」が建立され、除幕式

が行われた。顕彰碑の横には北斎が同寺を題材にして描いた作品を紹介した石碑も置かれ

た。「093 墨田区業平」の項ご参照。 
そのほか、同区役所内には「北斎コーナー」が常設されており、作品をじっくり眺め

たり、情報を収集することができる。また、作品に身近に触れられる点では、地下鉄半蔵

門線の錦糸町駅と押上駅に飾られた大型の作品もある。変わったところでは、江戸東京博

物館には北斎とその作業場をモチーフにした展示がある。なお、多くの北斎作品を所有す

る墨田区では「北斎館(仮称)」の建設も検討しているという。「葛飾北斎生誕の地」の碑は

墨田区亀沢一の七。 
 
南割下水 
 

南割下水は、両国にある江戸東京博物館から錦糸町方面に伸びる北斎通りにかつて存

在した水路のこと。川幅は一間～二間（約 1.8m～3.6m）程しかなく、現代の感覚からは気

に留めるほどの川とも思えないが、古地図上では結構目立つ存在である。下水という名前

が付いているが、汚水を流すための水路では無く、低湿地で水はけの悪い江戸の町の排水

のために造られた水路で、横川（現在の大横川親水公園）よりも東側では錦糸堀と呼ばれ、

錦糸町の名前の由来となったという。南割下水の名は、その周辺地域の地名の代わりにも

使われ、北には北割下水という同様の水路が存在するが、「割下水」と言った場合には、普

通は南割下水とその周辺地域を指していた。 
 

南割下水は、時代小説の中では竪川や小名木川や仙台堀には及ばないものの、本所が

関係する作品には度々登場する。例えば藤沢周平著「春秋の檻」（講談社）の「雨上がり」

の章の中では、南割下水のそばに主人公・立花登の友人の新谷弥助の家があると記されて

いる。 
 

                          おわり 

fmvuser
テキストボックス
  次 項 へ




